


自分らしく

 ハッピーにスモール（住もうる）タウン
　「少子高齢化・人口減少」が引き続き進行し、社会におけるさまざまな不確実性が高まる昨今。　社会課題やニーズも複雑かつ多様

化し、その課題解決や価値創造に向けた政策や施策の立案が必要とされています。

　三宅町においても、現下の厳しい社会情勢を踏まえ「前例踏襲の予算」では、その変化や住民ニーズに対応した柔軟な対応ができる

とは言えず、これからの未来を見据えたする短期的な事業と中長期的事業を打ち出していきます。

実感できる豊かさとは何か、幸せとは何か、Well-beingとは？

もう一度その原点に立ち戻り、三宅町民にとって必要な事業に取り組むとともに、

10年、20年、30年後の未来のために、今、私たちができることを確認し、

果たすべき役割や使命を”一人ひとり”がしっかりと考え、予算で"見える化"する。

～One for all,All for one～　令和8年度予算編成に向けた私たちの所信表明です。

令和７年１０月　１日　三宅町長　森田　浩司-1-



  現 場 の 声 と デ ー タ で の 主 観 ・ 客 観 分 析 に 基 づ き 、 思 い つ き や 単 な る 応 急 対 応 で は な い

施 策 を 立 案 ・ 実 施 し て い き ま す 。

  住 民 の ニ ー ズ ベ ー ス で の 施 策 を 立 案 ・ 実 施 し て い く た め に 以 下 の ３ つ を 大 切 に し ま す 。

       

 

   

   

    こ れ ら を 軸 に 挑 戦 と 失 敗 を 恐 れ な い 文 化 を 対 話 か ら 生 み 出 し 、

  ｢ 誰 も が 自 分 ら し く 幸 せ に 暮 ら せ る ま ち ｣ を め ざ し て 、 ｢ ま ち の 共 創 者 ｣ と し て の

  ま ち づ く り に 取 り 組 み ま す 。

1 

予 算 編 成 に あ た り

暮らしに身近な施策の実施

未来に向けた積極的な投資２ 

３  共感と納得・職員の業務バランス
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ｌ政策予算のサイクル
 令和７年度当初予算編成に引き続き、令和８年度は三宅町第２次総合戦略における

「オペレーション期」であり、真に必要となる事業を見極めた上で、限られた財源の中

で最大限の効果を発揮することのできる予算を編成し、町民の皆さまに寄り添った施策

を実施していきます。

0年目  1～2年目  3年目 
準備期 トライアル期 オペレーション期

0年目  1～2年目 

令和７年度にオペレーション期を迎える
事業については、事業効果等を検証の上、
継続有無の議論を行う
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4年目  5年目 

3年目 
準備期 トライアル期

見直し・廃止



ｌ予算編成のポイント

Point

1 

組織全体での共創・既存事業のブラッシュアップ

Point  

2 

Point  

3 

 を立てる
目的を同一にする事業について一元管理を行うこと等、部署横断的に事業を

実施し、事業目的を相乗的に共創する。

事業の本質を考える
たとえば、事業を委託する際の契約方法をどうするか等、単に前例踏襲では

なく予算要求段階において事業の本質を考え、予算を最適化する。

職員への積極的な投資
現場主義に基づく施策の調査研究等を通して業務全般の効率化・最適化等の態

勢整備に組織一丸となって取り組み、第３期総合戦略に反映できるよう備える。
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